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　 9 月 8 日に原 宿の
キャットストリートに突如
オープンした“ブランド非
公開”の体験型ジュエ
リーショップ『匿名宝飾
店』は、“ブランド名では
なく、目の前のジュエリー
を通して、自分の指や肌
のうえでジュエリーを好
きになってほしい。”とい

うコンセプトのも
と、ブランドの看板
を排除することで、
ジュエリーショップ
にありがちな気疲
れや緊張感を開放
し、ジュエリーと向

き合う時間がもっと楽しくなる、新しい
店舗体験を「4℃」が提供する初の試み
となった。
　『匿名宝飾店』は、店内が「展示」「試
着」「撮影」「購入」などのエリアに分か
れていた。指のサイズ、パーソナルカ
ラーなどをもとに自分に似合うジュエ
リーを知るためのジュエリーカルテの作
成や、フォルムや着け心地、ジェンダー
レスなど8つの展示カテゴリーから自由

に手に取りジュエリーの試着体験、そし
て、ビュッフェ形式でたくさんのジュエ
リーの中から好きなものを選んで撮影
ができるフォトブースなど、さまざまなコ
ンテンツを体験できた。また、一部商品
はその場で購入することもできた。
　オープン以降も、“ブランド非公開”
のままであったにもかかわらず、多くの
人が来店し、顧客それぞれが自分に似
合うジュエリーを“デザインと品質”で
選択しながら買い物を楽しんだ。
　また、正体を明かした20日以降の来
場者向けのアンケートでは「正体が意
外すぎた」、「良いイメージに変わった」、
「匿名であることで初めて手に取ること
ができた」といった、デザインから選ぶ体
験を通した新しいジュエリーとの出会い

への驚きや喜びのコメントを得た。『匿
名宝飾店』は9月24日まで開催された。

　同社は「まだ無名だった頃、つくった
ジュエリーを目の前で身につけた人が
喜んでくれる顔が、一番うれしかった。
そんな、ものづくりを始めた原点に戻る
ために」といった思いを伝えている。

　手作り結婚指輪
を手掛けるジュエ

リークラフトMAKIが、四角形や六角形
の丸くない結婚指輪の手作りの予約受
付を、大阪工房で先行して開始した。
　全く新しい結婚指輪の形の提案とし
て丸くない四角形や六角形の指輪の
手作りを可能にした。
　丸い指輪と同様に顧客自らが手作
りし、完成した指輪は最短当日に持ち
帰ることができる。
　MAKIでは結婚指輪の手作り方法
として「ワックス製作」と「彫金製作」を
選べる。「ワックス製作」ではワックス原
型を作り、鋳造によって結婚指輪に仕
上げるので色々な形を作ることができ
る。ただし、指輪の内側をきれいな多角
形に成型するのはワックス製作ではで
きない。そのため、四角形・六角形の指
輪は「彫金製作」でしか作れない形と
なっている。
　MAKIで作れる六角形の指輪の特徴
として角の丸め具合の調節が可能だ。好
みに応じてシャープな六角形にしたり、
丸みのある六角形にすることができる。
通常のリングゲージでは丸い指輪のサイ
ズしか測れないが、特殊なシステムを採
用することにより四角形・六角形の指輪

でも正確にサイズを
計測することを可能に
している。そのため、し
ばらく指輪を着けて様
子を見る必要がなく、
希望のサイズの指輪
を作ることができ、完
成した当日に持ち帰る
ことが可能だそうだ。
　ダイヤモンドの埋め
込みなどオプション加
工が必要な場合は約
2週間預かり、自宅ま
で送る。

　金属の種類はPT950（ハードプラチ
ナ）、K18YG（イエローゴールド）、
K18PG（ピンクゴールド）の3種類から
選べる。
　金属を曲げて作るためストレート型
のみ製作可能でS字型・V字型などは
作れないが、指輪本体の形は丸、四
角、六角が選べ、指輪の幅は1.5mm、
2.0mm、2.5mmの3種類。
　現在、先行して大阪工房でのみ手作
りが可能で、徳島店では準備が整い次
第予約を開始する。
　ジュエリークラフトMAKIは、徳島の
㈲マキ時計店が運営している結婚指
輪、婚約指輪などのブライダル製品を
専門にオーダーメイド、顧客の手作り
指輪の注文を受ける工房。コンセプト
はシンプルながら他では見ない特徴を
持たせ、世界で二人だけの結婚指輪に
仕上げること。
　2000年の徳島本店の開業当初か
らオリジナル結婚指輪の企画開発など
を手掛け、拘りの結婚指輪を希望する
カップルに好評を博してきた。
　2014年には大阪府大阪市に結婚
指輪手作り専門の工房をオープンし、
顧客自身で結婚指輪を手作りできる
工房として予約、注文を受けている。

四
角
形・六
角
形
の

結
婚
指
輪
を
提
供

手
作
り
で
当
日
持
ち
帰
り
可
能

喜
ん
で
く
れ
る
顔
が一番
う
れ
し
か
っ
た

匿
名
宝
飾
店
で
思
い
出
し
た
か
っ
た
原
点

　毎年9月21日は、世界の停戦と非暴
力の日として、すべての国と人々に、こ
の日一日は敵対行為を停止するよう働
きかける「国際平和デー」だ。
　サバースは、サザンアフリカのダイヤ
モンド原石を使用し、戦争資金の元と
なる違法ダイヤモンドを排除するため
の国際認証制度「キンバリープロセ
ス」に則った採掘や原石取引を行って
いる。
　ブランド創立の2006年より、サザン
アフリカ産のダイヤモンド原石からの
プロヴェナンス（来歴）やトレーサビリ
ティ （生産履歴）を可能にし、選び抜か
れた原石を、信頼できるサプライヤー

から調達しているのがサバースダイヤ
モンドだ。
　0.17ct以上のダイヤモンドのガード
ル（ダイヤモンドの外周の一番長い部
分）に最大10桁の番号を刻印し､研磨
工場や責任者などの履歴を厳密に管
理している。 原石の採掘だけに限られ
ていたサザンアフリカ地域（ボツワナ・
南アフリカなど）における現地での研磨
を実施することで、サバースは雇用の拡
大・生活水準向上に貢献している。
　宝石品質のダイヤモンド原石産出
量が世界第二位のサザンアフリカのボ
ツワナ共和国では、国家歳入は、半分
以上がダイヤモンド産業からもたらさ
れている。つまり、消費者がサバースの
ジュエリーを購入することで、間接的に
人々の生活向上、子どもたちの教育と
福祉に寄与することになるのだ。
　サバースは、これからもプロヴェナン
ス（来歴）やトレーサビリティ（生産履
歴）を明らかにしたクリーンなダイヤモ
ンドジュエリーを顧客に届け、エシカル
ブランドとして、世界の平和に貢献して
いく。

　中国で国慶
節を迎えるなど
海外から多くの
人が来日する時
期に合わせ、天神地区の商業施設とし
て海外の顧客におもてなし・歓迎の意
を伝えるべく、大丸福岡天神店が「日本
の物、そして技・伝統に触れる」をテーマ
にした「日本の職人展」を開催している。
　現在国内外で改めて脚光を浴びて
いる伝統工芸。職人から生み出される
伝統工芸品には、細やかで匠の技の
詰まった魅力もさることながら、SDGs
が注目される昨今、伝統的な技術の継
承にも人々の関心が高まっている。
　同展は、暮らしを彩る日本の伝統と

革新の技を生み
出す50もの職
人やメーカーを
一挙に集め、9

月27日～10月2日の6日間に開催。中
でも目玉は、実際に間近で職人の作業
工程が見られる24箇所にも及ぶブー
スを展開し、ライブ感あふれる体験型
催事である点だ。
　ロボットアクセサリー（22,000円）、
手づくり腕時計（88,000円）、屋久杉
テーブル（770,000円）、船箪笥懸硯
（1,485,000円）など、国内はじめ日本
旅行を楽しむ海外の顧客へ、思い出づ
くりの手伝いをとして第1回目が開催さ
れた。

ダイヤモンドで
平和に貢献

日本の職人展を国慶節に合わせ
大丸福岡天神店で第1回目を開催

サバース

脚光浴びる日本の伝統工芸

マキ時計店

　
日
本
で
徳
川
幕
府
が
確
立
さ
れ
、国
家
統
一
が
安
定
し
た
よ
う
に
、西
欧

で
の
十
七
世
紀
は
、宗
教
戦
争
が
沈
静
化
し
、各
国
で
王
権
が
強
く
な
り
、

国
内
事
情
は
治
り
つ
つ
あ
っ
た
。隣
国
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
が
独
立
を
守
る
た
め

に
常
に
そ
の
鼻
息
を
う
か
が
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
ア
ン
リ

四
世
が
王
位
に
つ
き
、新
教
徒
か
ら
政
情
安
定
の
た
め
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に

改
宗
し
、そ
の
代
わ
り
新
教
徒
を
認
め
る
政
策
を
と
っ
た
。英
語
で
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
と
言
う
が
、フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ユ
グ
ノ
ー
と
言
う
。「
同
盟
す
る

人
」が
原
義
で
あ
る
。特
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
率
い
ら
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
新
教

徒
を
指
す
。多
く
の
ユ
グ
ノ
ー
が
諸
国
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
亡
命
し
、そ
の

結
束
力
は
固
く
、独
立
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。皮
肉
に
も
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
を
侵
略
併
合
し
た
の
は
宗
教
と
は
関
係
な
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
っ
た
。主
権

を
回
復
し
た
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
後
に
、ス
イ
ス
連
邦
に
加
盟
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。フ
ラ
ン
ス
の
影
響
は
強
く
、日
本
人
が
現
在
旅
行
し

て
も
、ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
中
央
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
仏
領
側
が
あ
る
し
、空

港
に
は
仏
領
側
出
口
が
あ
っ
て
不
思
議
な
気
が
す
る
。

　
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
は
傍
流
の
ア
ン
リ
四
世
が
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
始
祖

で
、そ
の
後
ル
イ
十
三
世
、太
陽
王
ル
イ
十
四
世
と
続
き
、繁
栄
の
道
を
突

き
進
む
。こ
の
世
紀
の
半
ば
ま
で
携
帯
用
の
時
計
は
宝
飾
品
と
み
な
さ

れ
、ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
宝
飾
職
人
の
地
位
は
時
計
職
人
よ
り
高
か
っ
た
。

時
計
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、ご
く
限
ら
れ
た
特
権
階
級
の
み
に
許
さ
れ

て
い
た
。美
し
い
宝
飾
品
と
み
な
さ
れ
て
た
か
ら
で
あ
る
。時
を
経
る
と
、

現
実
の
役
に
も
大
い
に
立
つ
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
き
て
、所
持
者
も
貴
族

か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
か
ら
裕
福
な
農
民
に
も
拡
が
り
始
め
た
。時
計
製

造
業
は
も
の
作
り
の
中
で
、宝
飾
業
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
、ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の

中
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
て
行
く
。十
七
、八
世
紀
と
時
代
が
進
む
に
つ

れ
、最
初
は
単
純
だ
っ
た
業
界
内
の
規
約
も
多
様
化
し
て
く
る
。一
六
二
五

年
に
、ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
カ
ッ
タ
ー
と
そ
の
他
の
宝
石
の
カ
ッ
タ
ー
の
ギ
ル

ド
が
合
併
さ
れ
た
が
、以
来
、宝
飾
ギ
ル
ド
に
関
す
る
法
令
が
、一
六
六
一

年
、一
六
八
一
年
、一
七
一
三
年
、一
七
五
三
年
と
改
訂
さ
れ
る
。時
計
製
造
業

に
関
し
て
一
六
〇
一
年
の
規
約
改
訂
に
始
ま
り
、一
六
五
八
年
、一
六
七
三

年
、一
六
九
〇
年
、一
七
一
六
年
、一
七
三
一
年
、一
七
四
五
年
、一
七
八
五
年
と

次
々
と
規
約
が
変
わ
る
。こ
の
間
に
、時
計
製
造
業
界
内
で
も
二
つ
の
ギ

ル
ド
が
新
設
さ
れ
た
。一
六
九
八
年
の
ケ
ー
ス
組
立
業
で
、規
約
を
一
七
一

〇
年
、一
七
二
九
年
、一
七
五
八
年
と
変
え
て
い
る
。も
う
一つ
の
彫
り
師
の

ギ
ル
ド
は
一
七
一
六
年
創
設
で
、一
七
二
三
年
に
は
っ
き
り
し
た
身
分
規
定

を
定
め
て
い
る
。こ
れ
ら
の
法
令
、定
款
、規
約
を
分
析
、検
討
し
て
も
あ

ま
り
意
味
は
な
さ
そ
う
だ
が
、底
流
の
特
色
、そ
の
意
図
や
進
化
を
心
に

留
め
お
く
必
要
は
あ
る
。

　
ラ
・フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク（
時
計
製
造
）の
歴
史
で
際
立
っ
た
特
色
は
分
業
化

の
急
加
速
で
あ
る
。時
計
に
含
ま
れ
る
多
く
の
部
品
、異
な
る
種
々
の
歯

車
、多
く
に
彫
り
が
加
え
ら
れ
、装
飾
が
つ
け
ら
れ
、宝
石
や
真
珠
が
埋
め

ら
れ
る
ケ
ー
ス
。そ
こ
を
考
え
る
と
当
然
と
言
え
る
。だ
が
初
め
は
一
人
の

親
方
が
全
部
を
作
っ
て
い
た
。十
七
世
紀
に
入
る
と
需
要
が
増
し
、市
場
は

拡
大
し
、各
部
門
の
専
門
職
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。一
六
六
〇
年
に
は
ゼ

ン
マ
イ
作
り
が
専
業
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。女
性
の
職
人
が
出
現
し
た
の
も

そ
の
頃
で
あ
る
。ま
ず
は
時
計
の
下
げ
鎖
作
り
。次
に
は
、ケ
ー
ス
や
器
械

の
磨
き
の
よ
う
に
、腕
の
立
つ
男
の
職
人
の
嫌
が
る
単
純
な
作
業
。十
七
世

紀
の
終
り
に
は
、時
計
の
ガ
ラ
ス
蓋
や
巻
き
鍵
の
専
門
職
も
出
て
く
る
。

　
時
計
を
そ
の
上
に
組
み
立
て
る
基
盤
は
エ
ボ
ー
シ
ュ
と
言
う
。部
品
の

配
置
場
所
を
彫
り
込
ん
だ
だ
け
の
も
の
は
、ブ
リ
ュ
ト（
生
の
）と
か
、ブ

ラ
ン（
白
）と
か
呼
ば
れ
、こ
の
製
造
と
、こ
こ
に
器
械
を
組
む
の
と
は
別

の
作
業
で
あ
る
。単
純
な
エ
ボ
ー
シ
ュ
作
り
は
熟
練
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
職
人

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
、郊
外
の
村
や
仏
領
の
ジ
ェ
ッ
ク
ス
の
山
里
や

近
く
の
ジ
ュ
ラ
の
山
地
の
住
人
に
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、自
分
た
ち
は

も
っ
と
難
し
く
て
、高
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
事
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
。

　
十
七
世
紀
で
は
ま
だ
エ
マ
ー
ユ
七
宝
画
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
特
産
物
と
し

て
遠
国
ま
で
名
が
轟
い
て
い
た
。中
国
や
日
本
の
七
宝
と
は
異
な
っ
て
、色

と
色
の
間
に
銀
や
銅
の
線
を
立
て
ず
、普
通
の
絵
の
よ
う
に
描
い
て
焼
き

上
げ
る
難
し
い
技
法
で
あ
る
。元
々
、フ
ラ
ン
ス
か
ら
ユ
グ
ノ
ー
が
持
ち
込

ん
だ
技
法
だ
が
、ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
完
成
し
た
と
言
え
る
。細
密
画
だ
か
ら
余

計
に
難
し
い
。一
六
五
〇
年
頃
ま
で
に
は
、ピ
エ
ー
ル・
ボ
ル
デ
ィ
エ
と
弟
子

の
ジ
ャ
ン・
プ
チ
ト
の
名
が
知
ら
れ
、の
ち
に
は
弟
子
の
技
量
が
師
匠
を
追

い
越
し
て
い
る
。一
六
八
六
年
に
は
ド
イ
ツ
の
選
帝
侯
フ
レ
デ
リ
ッ
ク・
ヴ
ィ

ル
ヘル
ム
一
世
が
、エ
マ
ー
ユ
細
密
画
の
大
家
、ユ
オ
ー
兄
弟
を
ベ
ル
リ
ン
の
宮

廷
に
召
し
か
か
え
た
。一
方
プ
チ
ト
は
、英
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
で
長
く

働
い
た
後
に
、同
時
期
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
戻
っ
て
い
る
。ル
イ
十
四
世
か
ら
、

年
金
を
与
え
ら
れ
、ル
ー
ヴ
ル
宮
に
も
部
屋
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、王
が「
ナ

ン
ト
の
勅
令
」を
廃
止
し
ユ
グ
ノ
ー
を
再
弾
圧
す
る
と
、監
獄
に
放
り
込
ま

れ
て
い
る
。時
代
は
下
っ
て
、J
・
A
・ア
ル
ロ
ー
は
、幼
い
ル
イ
十
五
世
の
大

叔
父
の
子
の
オ
ル
レ
ア
ン
公
が
攝
政
の
座
に
あ
っ
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
時

（
一
七
一
五
〜
二
三
年
）、そ
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
。一
七
四
九
年
生
ま
れ
の

ジ
ャ
ッ
ク・ト
ゥ
ー
ロ
ン
は
働
き
盛
り
の
三
八
歳
で
死
亡
し
た
が
、ナ
ポ
レ
オ

ン
没
落
後
王
位
に
お
さ
ま
る
ル
イ
十
八
世
か
ら
王
家
御
用
達
の
称
号
を
も

ら
っ
て
い
た
。リ
オ
タ
ー
ル
は
パ
ス
テ
ル
画
家
と
し
て
名
声
を
得
る
前
は
、エ

マ
ー
ユ
の
細
密
画
家
だ
っ
た
。十
九
世
紀
に
な
っ
て
も
エ
マ
ー
ユ
七
宝
の
伝

統
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、配
所
の
月
の
身
分
か
ら
復
活
し
た
ル
イ
十
八
世

の
宮
廷
で
活
躍
す
る
ア
ブ
ラ
ム・コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン
に
よ
っ
て
ま
た
花
開
く

こ
と
に
な
る
。

　
何
故
こ
ん
な
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、エ
マ
ー
ユ
七
宝
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
画
家
を
列
挙
し
た
か
と
言
う
と
理
由
が
あ
る
。現
代
で
は
こ
れ
ら
の
人
々

と
同
じ
よ
う
に
エ
マ
ー
ユ
絵
を
描
け
る
人
は
ほ
ぼ
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
現

実
で
あ
る
。画
題
は
肖
像
画
は
勿
論
の
こ
と
、風
景
、歴
史
、神
話
か
ら
始
め

て
、ポ
ル
ノ
風
ま
で
小
さ
い
だ
け
で
普
通
の
絵
画
と
変
わ
ら
な
い
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
時
計
博
物
館
と
い
え
ば
、パ
テ
ッ
ク・フ
ィ
リ
ッ
プ
社
が
所

有
す
る
も
の
が
有
名
だ
が
、も
う
一つ
あ
る
。昔
の
風
情
あ
る
二
階
建
て
の

こ
じ
ん
ま
り
し
た
建
物
が
庭
の
緑
に
囲
ま
れ
、旧
市
街
の
足
元
に
あ
る
。個

人
の
屋
敷
を
転
用
し
た
公
営
の
博
物
館
だ
が
、名
称
は「
時
計
と
エ
マ
ー
ユ

七
宝
の
博
物
館
」と
な
っ
て
い
る
。初
め
は
単
に
併
列
し
た
展
示
か
と
思
わ

れ
る
。み
た
後
は
エ
マ
ー
ユ
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
時
計
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ

結
び
つ
き
を
し
て
い
る
こ
と
を
教
育
す
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
解
っ
て

く
る
。エ
マ
ー
ユ
技
術
の
展
示
を
み
る
と
、こ
の
絵
画
技
術
に
熟
達
す
る
の

が
、い
か
に
難
し
く
熟
練
の
技
と
細
心
の
注
意
と
知
識
が
必
要
と
さ
れ
た

か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。作
品
に
は
、先
に
列
記
し
た
作
者
た
ち
の
名
も
見
ら

れ
る
。時
計
と
言
う
よ
り
は
、も
う
芸
術
と
か
美
術
品
と
な
っ
て
い
る
。

「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
時
計
製
造
」
♦8

小
谷 

年
司
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